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第４７回卒業証書授与式
～卒業生の皆さん、卒業おめでとう！～

１ 同窓会入会式

(1) 日 時 令和４年２月２８日（月）１２：１０～１２：３５

(2) 式次第 同窓会長挨拶 阿部忠征 様

入会宣言 敦賀聖也（３年Ａ組、令和３年度卒業生幹事）

記念品受領 不動美優（３年Ａ組、令和３年度卒業生幹事）

２ 第４７回卒業証書授与式

(1) 日 時 令和４年３月１日（火）１０：００～１１：３０

(2) 式次第 ①開式の言葉、②国歌演奏、③校歌演奏、④学事報告、⑤卒業証書授与、⑥校長式辞

⑦来賓紹介、⑧祝文・祝電披露、⑨賞状授与、⑩送辞（本間結衣・在校生代表）、

⑪答辞（小野雷太・卒業生代表）、⑫閉式の言葉

卒業生に関わって頂いた皆さま、ありがとうございました。

卒業生の皆さん、これからも明るく元気に頑張って下さい。

【 送 辞 】

厳しい冬の寒さの中にも、暖かさを感じ、ようやく、春の訪れを感じられるように、なりました。本日、晴れて卒業証書を

手にされ、羅臼高校を旅立つみなさん、ご卒業おめでとうございます。三年間の学業を無事修了されたことを心よりお祝い申

し上げます。

希望を胸にこの羅臼高校へ入学し、早三年、かけがえのない、様々な思い出が頭に浮かんでいるのではないでしょうか。そ

して、同時に新たな生活への期待で、先輩方の胸はいっぱいになっていることでしょう。私たち在校生にも、先輩方と共に過

ごした数々の思い出が、蘇ってまいります。

思い出されるのが羅高祭です。二日間で体育大会と学校祭を合わせて行いました。体育大会の部では、綱引きやバレーボー

ルで圧倒的な強さと団結力を感じました。学校祭の部では、学級旗の制作やクラスステージの発表は、三年間の集大成にふさ

わしいものでした。生徒会が新しく企画した想い出花火では、全校生徒の心をひとつにすることができました。二日間の羅高

祭を通して、学校全体が協力して行事に取り組むことの大切さを学ばせていただきました。

進路活動においては、それぞれの進路実現のために、毎日夜遅くまで学校に残り、教科の学習や面接練習などに一生懸命取

り組む姿がありました。その姿は私達在校生の、良い手本となりました。今度は私たちがその背中を追いかけていきます。

先輩方にとっての羅臼高校での三年間は、新型コロナウイルスの影響によって、入学前に、思い描いていた学校生活とは大

きく異なるものになってしまったと思います。授業をはじめ、先輩方が楽しみにしていた行事は、多くの場面で制限を受けて

きました。しかし、そのような状況の中でも、先輩方は、自分たちのできることを見つけ、先頭に立って私たち在校生を引っ

張ってくださいました。これまで先輩方が築いてきた伝統をしっかりと受け継ぎ、私たちがさらに発展させられるよう、精一

杯努めてまいります。

数々の思い出と共に本日、みなさんは羅臼高校を、卒業します。羅臼高校で経験したことを忘れず、自信を持って、これか

らの人生を歩んでいってください。

最後になりましたが、在校生一同、卒業生の皆さんのご健康と、それぞれの進路先でのご活躍を、心より、お祈りして、送

辞とさせていただきます。本日は、卒業おめでとうございます。

令和四年三月一日 在校生代表 本間結衣

【 答 辞 】

教室から見える海には、流氷とともにオジロワシが姿を現し、日に日に春の訪れを感じています。そんな希望に満ちた春の

訪れとともに私たち三十二名は多くのことを学び、経験したこの羅臼高校を卒業します。

三年前のこの場所で入学式をむかえました。私たちは、中学校三年生の時に学校が統廃合され、先輩方とは少し違った入学

でした。中学校では二つだったクラスが一つになって、お互いのことをあまり知らないまま始まった宿泊研修。始まってすぐ

に打ち解けることができ、仲良くなることができました。

そのあとすぐに行われた、羅臼高校最大の行事、羅高祭。先輩方の迫力に圧倒され、クラス一丸となって行灯行列や有志発

表などに全力で取り組み、楽しむことができました。

二年生では、世界中で新型コロナウイルス感染症の拡大により、羅高祭等の行事がなくなりました。見学旅行は縮小しての

開催となりましたが、このクラスメイトと少しでも思い出に残るような見学旅行に行けたことを嬉しく思います。

見学旅行が終わると、あっという間に時間が流れていき、三年生になり、進路活動が始まりました。それぞれが慌ただしく

努力を続ける中、１度延期となった、羅高祭を新型コロナウイルス感染症対策を行いながら開催することができました。最後

の羅高祭ということもあり、三年生が先頭に立って盛大に盛り上げ、大成功に終えることが出来ました。

そして、私たち三十二名は無事、進路先が決定しました。進路活動は一人の力では成功しないものであり、簡単なことでは

なかったですが、友達、家族、先生方の支えがあったからこそ実現できました。本当に感謝しています。

保護者の皆様。私たちの成長を見守り、支えてくださり、ありがとうございます。私たちが今日まで過ごしてこられたのも

保護者の皆様の支えがあったからこそです。本当にありがとうございます。

卒業生のみんな、いよいよ卒業ですね。長いようで短い三年間でしたね。楽しいこと、つらいこと、いろいろあったけれど、

今日という日を無事全員で迎えることが出来ました。三年間、ほんとうにありがとう。これからはそれぞれの道に進むことに

なります。それぞれが自分の人生を歩んでいきます。羅臼高校で学んだことや、今まで支えてくださった方への感謝を胸に前

に進んでいきましょう。

本日私たちは羅臼高校を卒業します。最後になりますが、このような式を開いてくださったことに対する心からの感謝と、

羅臼高校の更なる発展を祈念いたしまして、答辞とさせていただきます。

令和四年三月一日 卒業生代表 小野雷太


